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可決・同意された知事提出議案

○令和元年度一般会計補正予算
経済活動を支える重要な生活基盤である道路の整備や河川改修、農業用排水施設、治山ダムの整備などの事業
費の増額や幼児教育・保育の無償化に係る補助対象経費の拡充など総額62億8,100万円余の補正予算。

その他25議案

主な議案

9月定例県議会
代表質問
《自民党県政会：高城議員、リベラル香川：三野議員、自民党議員会：辻村議員》
一般質問《５会派、１2名の議員が登壇》
議員提出議案等《決議１件、意見書3件を可決》
常任委員会だより・閉会中の委員会活動《7～9月中》
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自民党議員会

　
　 
浜
田
知
事
県
外
進
学
者
の
多

く
が
、県
内
で
は
希
望
す
る
企
業
や

仕
事
に
就
く
こ
と
が
難
し
い
と
感
じ

て
い
る
た
め
、若
者
の
大
都
市
圏
へ

の
流
出
に
歯
止
め
を
か
け
、県
内
定

着
を
図
る
に
は
、情
報
通
信
関
連
産

業
な
ど
の
若
者
が
魅
力
を
感
じ
る
働

く
場
の
創
出
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　
東
京
圏
・
大
阪
圏
へ
の
転
出
者
に

は
情
報
通
信
業
の
就
業
者
も
多
い

こ
と
な
ど
か
ら
、
今
後
、
情
報
通
信

業
及
び
そ
の
関
連
産
業
の
育
成
・
誘

致
に
積
極
的
に
取
り
組
み
た
い
。

　
新
た
な
施
策
と
し
て
、
県
内
企
業

の
Ａ
Ｉ
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
等
活
用
支
援
、
外

国
人
労
働
者
の
円
滑
な
受
入
支
援

や
多
文
化
共
生
社
会
づ
く
り
に
取

り
組
む
ほ
か
、働
き
方
改
革
の
推
進

や
地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
た
関

係
人
口
の
創
出
・
拡
大
に
努
め
た
い
。

　
　
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
導
入
の
検
討
は
。

9月定例会
9月18日から10月10日

自民党県政会

9月定例会　代表質問

高城 宗幸 議員

　
　
知
事
﹁
香
川
県
犯
罪
の
な
い
安

全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
推
進
条

例
﹂第
１３
条
で
、犯
罪
被
害
者
等
の

平
穏
な
生
活
を
確
保
す
る
た
め
必

要
な
支
援
を
行
う
と
定
め
て
お
り
、

県
警
察
や﹁
か
が
わ
被
害
者
支
援
セ

ン
タ
ー
﹂と
連
携
し
て
犯
罪
被
害
者

等
か
ら
の
相
談
に
応
じ
る
ほ
か
、市

町
職
員
へ
の
研
修
会
の
開
催
な
ど

に
よ
り
情
報
共
有
に
努
め
て
い
る
。

　
近
年
、他
の
都
道
府
県
で
は
、相
談

及
び
情
報
の
提
供
を
主
と
し
た
も
の

や
経
済
的
支
援
を
行
う
も
の
な
ど
、地

域
の
実
情
に
よ
っ
て
様
々
な
犯
罪
被

害
者
等
を
支
援
す
る
条
例
が
制
定
さ

れ
て
お
り
、本
県
に
お
い
て
は
、こ
れ

ま
で
の
取
組
み
や
他
県
の
状
況
を
踏

ま
え
、県
議
会
の
意
見
も
聞
き
な
が

ら
、様
々
な
観
点
か
ら
検
討
し
た
い
。

代表質問
9月20日

問

答

　
　
工
代
教
育
長
全
国
か
ら
の
生

徒
募
集
は
、多
様
な
価
値
観
の
共
有

な
ど
の
教
育
効
果
が
見
込
ま
れ
る

た
め
、令
和
３
年
度
の
入
学
者
選
抜

か
ら
の
実
施
に
向
け
準
備
し
た
い
。

　
高
校
の
再
編
整
備
は
、
東
か
が

わ
・
さ
ぬ
き
地
域
の
４
校
の
小
規
模

化
が
避
け
ら
れ
ず
、こ
れ
ま
で
の
教

答

　
　
人
口
減
少
対
策
と
次
期
﹁
か

が
わ
創
生
総
合
戦
略
﹂の
策
定
は
。

問

　
　 

知
事
１０
月
１
日
時
点
の
認
可

保
育
施
設
へ
の
入
所
申
込
児
童
数

は
前
年
同
期
よ
り
増
加
す
る
見
込

み
で
１０
月
か
ら
実
施
さ
れ
る
幼
児

教
育
・
保
育
の
無
償
化
も
影
響
し

て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

　
保
育
士
人
材
の
確
保
は
今
年
度

か
ら
民
間
の
保
育
施
設
で
代
替
職

員
を
必
要
と
す
る
場
合
に
代
替
保

育
士
を
派
遣
す
る
事
業
を
開
始
し
、

既
に
４
施
設
に
派
遣
し
て
お
り
、１０

月
以
降
の
派
遣
を
希
望
す
る
１５
施

設
に
つ
い
て
調
整
し
て
い
る
。

　
保
育
の
質
の
確
保
・
向
上
は
今
年

度
か
ら
教
育
委
員
会
と
連
携
し
て

豊
富
な
知
識
や
経
験
を
有
す
る
幼

児
教
育
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
を
派

遣
し
、８
月
末
ま
で
に
１９
施
設
で
園

の
運
営
や
園
内
研
修
の
方
法
な
ど

の
助
言
を
行
っ
た
。

答

　
　
保
育
士
の
人
材
確
保
及
び
保

育
の
質
の
確
保
・
向
上
は
。

問

　
　
県
立
高
校
の
在
り
方
を
示
す

次
期
計
画
の
検
討
状
況
は
。

問

　
　
犯
罪
被
害
者
等
を
支
援
す
る

条
例
の
制
定
は
。

問

　
　
知
事
７
月
に
開
催
し
た
第
１

回
検
討
委
員
会
で
は
、本
県
の
救
急

医
療
の
現
状
や
全
国
の
配
備
状
況
な

ど
を
説
明
し
た
。経
費
負
担
の
う
ち
、

初
期
導
入
費
用
の
大
半
を
占
め
る
イ

ン
フ
ラ
整
備
は
国
の
補
助
制
度
が
あ

る
ほ
か
、ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
も
、国

の
補
助
や
特
別
交
付
税
措
置
の
対
象

と
な
る
こ
と
、医
師
や
看
護
師
の
確

保
に
つ
い
て
の
四
国
他
県
の
事
例
を

説
明
し
、意
見
を
聞
い
た
。

　
１０
月
に
開
催
予
定
の
第
２
回
検

討
委
員
会
で
、
導
入
効
果
や
費
用

に
関
す
る
試
算
を
検
討
し
、
第
３

回
検
討
委
員
会
で
は
、経
費
の
縮
減

や
運
航
体
制
の
確
保
な
ど
、詳
細
な

検
討
を
行
い
、報
告
書
を
ま
と
め
る
。

　
県
議
会
で
の
議
論
や
検
討
委
員
会

答

答　
　
岡
部
警
察
本
部
長
テ
ロ
リ
ス

ト
等
の
潜
入
を
防
止
す
る
た
め
、出

入
国
在
留
管
理
庁
等
の
関
係
機
関

答 か
ら
の
報
告
書
を
踏
ま
え
、関
係
団

体
等
の
意
見
も
聞
き
な
が
ら
、今
年

度
内
を
目
途
に
結
論
を
得
た
い
。

育
活
動
が
困
難
と
予
想
さ
れ
る
た
め

２
校
へ
の
再
編
整
備
が
適
当
と
考
え

る
。石
田
、志
度
、津
田
高
校
の
３
校

は
、さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
た
め
統
合

し
新
た
な
高
校
を
設
置
し
た
い
。

　
中
高
一
貫
校
で
あ
る
高
松
北
中

学
校
・
高
校
の
大
学
進
学
実
績
や
、

県
外
の
私
立
中
高
一
貫
校
等
へ
毎

年
一
定
数
の
生
徒
が
進
学
し
て
い

る
こ
と
等
を
踏
ま
え
、中
讃
地
域
に

新
た
な
中
高
一
貫
校
を
設
置
す
る

こ
と
に
向
け
準
備
を
進
め
た
い
。

　   

テ
ロ
未
然
防
止
に
よ
る
県
民
の

安
全
・
安
心
確
保
の
取
組
み
は
。

問

自民党議員会リベラル香川
三野 康祐 議員

　
　
知
事
ジ
ェ
ト
ロ
香
川
内
に
設

置
し
た
﹁
香
川
県
海
外
ビ
ジ
ネ
ス

展
開
促
進
セ
ン
タ
ー
﹂に
お
い
て
、

企
業
の
課
題
解
決
に
向
け
た
、
き

め
細
か
な
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　
高
松
空
港
直
行
便
就
航
地
域
で

の
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
を
支
援
す
る
た

め
、
上
海
市
に
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー

タ
ー
を
配
置
す
る
ほ
か
、来
年
１
月

に
台
湾
で
現
地
企
業
と
の
商
談
会

を
開
催
す
る
。タ
イ
や
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
で
開
催
さ
れ
る
国
際
展
示
会
へ

答

9月定例会　代表質問3

　
　
知
事
国
際
線
は
、
国
際
情
勢

等
、
外
的
要
因
を
受
け
や
す
い
た

め
、航
空
会
社
と
連
携
し
な
が
ら
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
・
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン

ド
両
面
か
ら
の
利
用
促
進
や
、
利

便
性
の
高
い
ダ
イ
ヤ
へ
の
改
善
に

努
め
、既
存
路
線
の
維
持
・
安
定
化

や
一
層
の
増
便
に
取
り
組
む
。

　
新
規
路
線
の
誘
致
は
、
高
松
空

港
エ
ア
ラ
イ
ン
誘
致
等
協
議
会
で

示
さ
れ
た﹁
観
光
、ビ
ジ
ネ
ス
の
両

面
か
ら
の
一
定
の
需
要
が
見
込
め

る
東
ア
ジ
ア
や
東
南
ア
ジ
ア
へ
の

路
線
誘
致
に
向
け
て
取
り
組
む
﹂と

い
う
方
向
性
を
踏
ま
え
、高
松
空
港

株
式
会
社
等
と
連
携
し
、航
空
会
社

へ
の
セ
ー
ル
ス
活
動
を
は
じ
め
、海

外
で
の
旅
行
博
へ
の
出
展
や
現
地

旅
行
会
社
等
の
招
請
ツ
ア
ー
な
ど

を
実
施
・
検
討
し
て
い
る
。　

答

　    

瀬
戸
大
橋
の
利
用
促
進
と
そ
の
活
用
は
。

問　
　
知
事
令
和
元
年
産
は
、天
候
に

恵
ま
れ
た
こ
と
も
あ
り
、作
付
面
積

１
９
４
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
収
穫
量
８

７
０
０
ト
ン
と
、
い
ず
れ
も
過
去
最

答 　    

﹁
さ
ぬ
き
の
夢
２
０
０
９
﹂の
生

産
振
興
と
ブ
ラ
ン
ド
化
の
推
進
は
。

問 　
　
知
事
瀬
戸
大
橋
の
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
は
、環
境
や
景
観
、社
会
経
済
の
有
識

者
ら
で
構
成
す
る
委
員
会
の
検
討
を

踏
ま
え
、点
灯
の
日
数
や
時
間
の
拡
大

に
関
係
機
関
と
連
携
し
て
取
り
組
む
。

　
ス
カ
イ
ツ
ア
ー
は
、
開
催
日
数

の
拡
大
を
本
四
高
速
会
社
に
働
き

か
け
た
結
果
、
瀬
戸
内
国
際
芸
術

祭
の
秋
会
期
に
あ
わ
せ
て
拡
大
し

て
開
催
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
県
と

し
て
も
積
極
的
に
協
力
し
、
一
層

の
利
用
促
進
に
つ
な
げ
た
い
。

　
情
報
発
信
や
各
種
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
活
動
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、瀬
戸
大
橋

が
既
に
新
幹
線
規
格

で
建
設
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、四
国
の
新

幹
線
の
実
現
に
向
け

て
積
極
的
に
取
り
組

み
、交
流
人
口
の
拡
大

に
よ
る
地
域
の
活
性

化
に
つ
な
げ
て
い
く
。

答

の
出
展
支
援
を
行
う
な
ど
、Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
地
域
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
展
開

の
促
進
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
海
外
に
お
け
る
知
的
財
産
へ
の

対
応
は
、
県
内
企
業
等
の
ビ
ジ
ネ

ス
展
開
に
支
障
が
出
る
と
見
込
ま

れ
る
場
合
は
、
関
係
団
体
と
と
も

に
適
切
に
対
応
す
る
。

　
　
知
事
私
も
委
員
で
あ
る
全
国

知
事
会
の
地
方
税
財
政
常
任
委
員

会
で
、一
層
の
財
源
確
保
の
必
要
性

な
ど
を
議
論
し
、国
に
対
し
て
、社

会
保
障
関
係
経
費
の
増
嵩
分
を
地

方
の
懸
命
な
歳
出
削
減
努
力
に
よ

り
吸
収
し
て
き
た
こ
と
や
地
方
の

役
割
が
増
大
し
、財
政
需
要
が
増
え

て
い
る
実
情
を
訴
え
、地
方
の
安
定

的
な
財
政
運
営
に
必
要
な
一
般
財

源
総
額
が
確
保
・
充
実
さ
れ
る
よ

う
、要
望
や
提
言
を
行
っ
て
き
た
。

　
毎
年
度
行
っ
て
い
る
財
政
運
営

指
針
の
見
直
し
で
、
指
針
の
対
象

期
間
に
加
え
、
今
後
５
年
間
の
収

支
見
通
し
を
示
し
、
そ
の
中
で
見

込
ま
れ
る
財
源
不
足
額
を
ど
の
よ

う
に
解
消
で
き
る
か
、
施
策
の
有

効
性
の
観
点
等
か
ら
の
全
庁
的
な

事
務
事
業
の
見
直
し
や
ス
ク
ラ
ッ

プ
・
ア
ン
ド
・
ビ
ル
ド
、
経
費
節
減

の
徹
底
、
事
業
の
平
準
化
等
を
懸

命
に
検
討
し
て
い
る
。

答 問　　
地
方
一
般
財
源
総
額
の
充
実

と
持
続
可
能
な
財
政
運
営
は
。

問　　
市
町
の
森
林
環
境
譲
与
税
の

活
用
見
込
み
と
県
の
取
組
み
は
。

　
　
知
事
今
年
度
、市
町
は
森
林

経
営
管
理
法
に
基
づ
く
森
林
所
有

者
へ
の
意
向
調
査
、間
伐
等
の
森
林

答

　   

県
内
企
業
の
海
外
展
開
へ
の

支
援
は
。

問

　   

高
松
空
港
の
国
際
線
の
維
持
・

拡
充
に
向
け
た
取
り
組
み
は
。

問

と
連
携
し
た
水
際
対
策
の
強
力
な
推

進
や
、宿
泊
施
設
等
の
事
業
者
に
顧

客
の
本
人
確
認
の
徹
底
を
働
き
か
け

る
な
ど
の
対
策
を
行
っ
て
い
る
ほ

か
、大
規
模
集
客
施
設
等
の
施
設
管

理
者
に
自
主
警
備
の
強
化
を
働
き

か
け
、制
服
警
察
官
や
パ
ト
カ
ー
に

よ
る
警
戒
活
動
を
強
化
し
て
い
る
。

　
サ
イ
バ
ー
攻
撃
に
関
し
て
は
、重

要
イ
ン
フ
ラ
事
業
者
と
連
携
し
、被

害
の
発
生
の
防
止
に
努
め
て
い
る
。

　
テ
ロ
対
策
は
、関
係
機
関
、民
間

事
業
者
等
と
協
力
し
て
取
り
組
む

必
要
が
あ
る
た
め
、
昨
年
１０
月
に

﹁
テ
ロ
対
策
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
か

が
わ
﹂を
発
足
さ
せ
、更
な
る
連
携

の
強
化
を
図
っ
て
い
る
。

さぬきの夢応援店チラシ

高
に
な
る
見
込
で
あ
る
。令
和
２
年

産
の
需
要
に
応
じ
た
安
定
生
産
の
た

め
、作
付
面
積
の
拡
大
に
応
じ
た
助

成
や
生
産
拡
大
に
必
要
な
機
械
の
導

入
支
援
に
加
え
、技
術
指
導
に
努
め
、

生
産
振
興
の
強
化
に
取
り
組
む
。

　
ブ
ラ
ン
ド
化
に
つ
い
て
は
、﹁
さ
ぬ

き
の
夢
応
援
店
﹂の
拡
大
に
努
め
る

と
と
も
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
情

報
発
信
、高
松
駅
等
で
の
チ
ラ
シ
配

布
な
ど
に
よ
り
広
く
Ｐ
Ｒ
す
る
ほ

か
、製
粉
会
社
と
連
携
し
た
講
習
会

や
県
内
小
学
生
を
対
象
と
し
た
う

ど
ん
教
室
の
開
催
等
に
よ
り
、認
知

度
向
上
や
消
費
拡
大
に
も
努
め
る
。
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県
多
言
語
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
﹂
を

運
営
し
、利
便
性
向
上
に
努
め
る
。

　
自
然
災
害
発
生
時
の
対
応
は
、

防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
を
新
た
に
作

成
し
、
観
光
案
内
所
や
宿
泊
施
設

な
ど
で
配
布
・
活
用
し
て
お
り
、
今

後
は
、
観
光
施
設
等
と
連
絡
調
整

会
議
を
設
け
、
外
国
人
観
光
客
へ

の
ス
ム
ー
ズ
な
情
報
提
供
の
た
め

の
連
絡
体
制
構
築
に
取
り
組
む
。

※
1 

チ
ー
ム
学
校
＝
校
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
下
、教
職
員
や
専
門
ス
タ
ッ
フ
等
が
一
つ
の
チ
ー
ム
と
し
て
連
携・分
担
し
、子
ど
も
た
ち
に
必
要
な
資
質・能
力
を
確
実
に
身
に
付
け
さ
せ
る
と
も
に
、複
雑
化・多
様
化
し
た
学
校
課
題
の
解
決
を
図
る
学
校
運
営
体
制

　
　
知
事
外
国
人
観
光
客
の
誘

客
は
、
東
ア
ジ
ア
に
加
え
、
欧
米

豪
か
ら
の
誘
客
を
推
進
す
る
こ

と
が
重
要
で
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
活
用

し
た
情
報
発
信
や
新
規
旅
行
商

品
に
本
県
の
観
光
資
源
等
が
組

み
込
ま
れ
る
た
め
の
商
品
造
成

支
援
に
努
め
る
。

　
受
入
環
境
整
備
は
、
多
言
語
対

応
の
充
実
・
強
化
の
た
め
、﹁
香
川

　
　
外
国
人
観
光
客
誘
客
の
取
り

組
み
は
。

問

　
　
県
産
野
菜
及
び
は
だ
か
麦
の

振
興
は
。

問

答

　
　
知
事
秋
冬
野
菜
は
、
排
水
対

策
に
努
め
る
ほ
か
、栽
培
様
式
を
統

一
化
し
、ほ
場
の
準
備
作
業
を
短
期

間
で
行
え
る
生
産
技
術
の
確
立
に

取
り
組
む
。今
年
度
か
ら
、市
場
に

正
確
な
出
荷
時
期
等
の
情
報
を
提

供
し
て
有
利
販
売
に
つ
な
げ
る
た

め
、ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
で
は
、Ａ
Ｉ
を

活
用
し
た
出
荷
予
測
情
報
シ
ス
テ

ム
の
開
発
に
取
り
組
む
ほ
か
、施
設

答

議
員
提
出
議
案

新
県
立
体
育
館
の
整
備
等
に
関
わ
る

決
議
案︵
可
決
︶

●
決
　
議

❶
新
た
な
過
疎
対
策
法
の
制
定
に
関
す

　
る
意
見
書
案︵
可
決
︶

❷
私
学
助
成
制
度
の
堅
持
及
び
充
実
・

　
強
化
を
求
め
る
意
見
書
案︵
可
決
︶

❸
高
齢
運
転
者
の
交
通
事
故
防
止
対
策

　
の
推
進
を
求
め
る
意
見
書
案︵
可
決
︶

●
意
見
書

請
願
・
陳
情

○
採
　
択
　
　
　
　
　
　
　
　   
2
件

・
私
学
助
成
の
充
実
に
つ
い
て

・
私
学
助
成
制
度
を
拡
充
し
、
学
費
の
公

 

私
間
格
差
を
是
正
す
る
こ
と
を
求
め

 

る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

○
不
採
択
　
　
　
　
　
　
　
　   

1
件

・
県
の
厳
し
い
財
政
下
、議
員
海
外
視
察
の
抜

 

本
的
な
見
直
し
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

◆
審
査
件
数

3
件

任
命・選
任
同
意
の
人
事
案
件

◆
香
川
県
教
育
委
員
会
委
員

議
会
各
会
派

◆
自
由
民
主
党
香
川
県
政
会

◆
リ
ベ
ラ
ル
香
川

◆
香
川
県
議
会
自
由
民
主
党
議
員
会

◆
香
川
県
議
会
公
明
党
議
員
会

◆
日
本
共
産
党
香
川
県
議
会
議
員
団

令
和
元
年
10
月
10
日
現
在

20
人

9
人

8
人

2
人

2
人

答　
　
知
事
消
防
団
の
活
性
化
を
図

る
た
め
、消
防
操
法
大
会
や
消
防
団

員
に
対
す
る
研
修
会
な
ど
を
実
施
す

る
と
と
も
に
、各
種
資
機
材
等
の
整

備
を
補
助
対
象
と
し
て
い
る
ほ
か
、

国
庫
補
助
の
積
極
的
な
活
用
を
促
す

な
ど
に
よ
り
消
防
団
の
装
備
等
の
充

実
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
女
性
消
防
団
員
の
活
躍
の
促
進

は
、新
た
な
取
組
み
と
し
て
、消
防
団

関
係
者
が
集
ま
る
会
で
女
性
消
防
団

員
の
活
動
を
発
表
す
る
場
を
設
け
、活

動
の
場
が
広
が
る
よ
う
支
援
す
る
。

　
免
許
制
度
の
改
正
で
は
、
消
防

団
員
が
新
た
に
準
中
型
自
動
車
の

運
転
が
可
能
な
免
許
を
取
得
す
る

場
合
に
、
市
町
の
行
う
支
援
に
対

し
て
補
助
を
行
う
。

　
　
知
事
本
県
の
現
状
は
、各
市
町

の
１
人
当
た
り
医
療
費
で
最
大
１.
３

４
倍
、収
納
率
で
最
大
８
ポ
イ
ン
ト

の
差
が
あ
る
ほ
か
、
保
健
事
業
な
ど

答 問　
　
国
民
健
康
保
険
の
保
険
料
水

準
の
統
一
化
に
向
け
た
検
討
は
。

　
　
教
育
長
香
川
型
指
導
体
制

は
、学
習
の
理
解
度
に
応
じ
た
指
導

に
よ
り
成
果
を
上
げ
て
き
た
が
、時

代
の
変
化
に
伴
い
学
校
が
直
面
す

る
諸
課
題
が
複
雑
化
・
多
様
化
す
る

な
か
、英
語
教
育
や
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
教
育
な
ど
に
も
対
応
す
る
必
要

が
あ
り
、教
職
員
の
働
き
方
改
革
の

視
点
も
踏
ま
え
、指
導
体
制
の
再
構

築
が
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

　
来
年
度
か
ら
の
新
学
習
指
導
要

領
で
は
、主
体
的
・
対
話
的
で
深
い

学
び
が
求
め
ら
れ
、小
学
校
で
の
教

科
担
任
制
の
拡
大
や
チ
ー
ム
学
校

︵   
      

　 

︶な
ど
の
推
進
に
よ
り
、

教
員
の
負
担
軽
減
を
図
り
つ
つ
、

様
々
な
諸
課
題
を
総
合
的
に
解
決

で
き
る
、
新
し
い
指
導
体
制
の
確

立
が
重
要
だ
と
考
え
る
。

答 問　
　
小
中
学
校
の
指
導
体
制
の
見

直
し
と
充
実
は
。

野
菜
で
は
、
ハ
ウ
ス
の
自
力
施
工

の
技
術
研
修
会
を
開
催
し
、
初
期

投
資
の
軽
減
に
も
取
り
組
む
。

　
は
だ
か
麦
の
需
要
に
応
じ
た
生

産
拡
大
を
図
る
た
め
、規
模
拡
大
に

必
要
な
機
械
の
導
入
支
援
や
農
業

改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
き
め

細
か
な
栽
培
技
術
指
導
を
通
じ
、一

層
の
安
定
生
産
に
取
り
組
む
。

に
も
差
が
あ
る
こ
と
か
ら
、医
療
費
水

準
等
の
市
町
間
格
差
が
縮
小
し
た
時

点
で
統
一
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

　
ま
ず
は
医
療
費
水
準
等
の
格
差

が
縮
小
す
る
よ
う
市
町
の
取
組
み

を
支
援
し
て
い
る
。運
営
も
年
に
６

回
程
度
開
催
す
る
市
町
国
保
広
域

化
等
連
携
会
議
や
、個
別
ヒ
ア
リ
ン

グ
で
意
見
交
換
を
行
っ
て
い
る
。

　
今
後
、
他
県
の
先
進
・
優
良
事
例

の
情
報
共
有
を
図

る
と
と
も
に
、
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

設
置
の
必
要
性
も

意
見
を
聞
く
な
ど
、

検
討
の
進
め
方
や

時
期
等
に
つ
い
て
、

各
市
町
と
幅
広
く

意
見
交
換
を
行
う
。

の
免
震
装
置
を
紹
介
す
る
特
別
見

学
会
を
開
き
、
こ
れ
を
皮
切
り
に

ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
も
再
開
し
た
い
。

問　
　
消
防
団
の
充
実
強
化
の
取
組

み
は
。

※
1 

5
ペ
ー
ジ

左
欄
外
参
照

小
坂 

真
智
子︵
同
意
︶　
平
野 

美
紀︵
同
意
︶

◆
香
川
県
公
安
委
員
会
委
員

泉 

　
雅
文︵
同
意
︶

◆
香
川
県
人
事
委
員
会
委
員

関
谷 

利
裕︵
同
意
︶

◆
香
川
県
収
用
委
員
会
委
員

池
田 

幸
代︵
同
意
︶

◆
香
川
県
収
用
委
員
会
予
備
委
員

合
田 

彰
朝︵
同
意
︶

◆
香
川
県
土
地
利
用
審
査
会
委
員

多
羽
本
伊
知
郎︵
同
意
︶ 

岩
井 

競
平︵
同
意
︶

野
々
村 

敦
子︵
同
意
︶　
杉
本 

三
枝︵
同
意
︶

土
手 

美
恵︵
同
意
︶　
　
近
藤 

　
弥︵
同
意
︶

道
久 

　
工︵
同
意
︶　
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整
備
、
木
材
の
利
用
促
進
な
ど
に

森
林
環
境
譲
与
税
を
充
て
る
ほ

か
、
基
金
へ
の
積
立
て
を
予
定
し

て
い
る
市
町
も
多
い
。

　
県
で
は
、
各
市
町
の
森
林
行
政

へ
の
技
術
的
な
支
援
に
加
え
、
今

年
度
か
ら
県
や
森
林
組
合
の
Ｏ

Ｂ
、
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
を
対

象
に
研
修
を
行
い
、
市
町
の
サ

ポ
ー
ト
を
行
う
﹁
か
が
わ
森
林
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
﹂
の
育
成
に
努
め
て

い
る
。

　
森
林
面
積
の
多
い
８
市
町
と
連

携
し
て
、
新
た
な
森
林
経
営
管
理

制
度
の
モ
デ
ル
地
区
の
設
定
に
つ

い
て
検
討
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、

先
進
的
な
事
例
に
つ
い
て
、
国
等

か
ら
の
情
報
収
集
や
各
市
町
と
の

情
報
共
有
に
努
め
て
い
る
。

　
　
知
事
医
師
・
看
護
師
の
育
成
・

確
保
は
、
医
師
育
成
キ
ャ
リ
ア
支

援
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
運
営
に
よ
る
若

手
医
師
の
県
内
定
着
、
医
学
生
や

看
護
学
生
へ
の
修
学
資
金
の
貸
付

け
な
ど
を
通
じ
支
援
し
て
き
た
。

　
一
般
会
計
か
ら
の
繰
出
し
は
、

病
院
経
営
上
の
収
益
を
充
て
る

こ
と
が
困
難
な
も
の
な
ど
に
国

の
繰
出
基
準
等
に
照
ら
し
県
立

病
院
と
し
て
の
役
割
が
果
た
せ

る
よ
う
対
応
し
て
き
た
。

　
太
田
病
院
事
業
管
理
者
消
費
税

率
10
％
に
引
上
げ
後
の
影
響
額
は

約
２
億
円
、
会
計
年
度
任
用
職
員

制
度
導
入
の
影
響
額
は
約
２
億
６

答 　
　
県
立
病
院
の
新
た
な
負
担
と

経
営
上
の
対
応
や
支
援
は
。

問

　
　
知
事
大
津
市
で
の
事
故
を
踏

ま
え
、県
管
理
道
路
の
主
要
な
交
差

点
約
８
０
０
か
所
で
緊
急
点
検
を

実
施
し
た
。今
後
は
、点
検
結
果
を

踏
ま
え
、交
差
点
改
良
等
、効
果
的

な
交
通
安
全
対
策
を
検
討
す
る
。

　
香
川
県
交
通
安
全
県
民
会
議
に

お
い
て
、
く
ら
し
安
全
安
心
課
が

事
務
局
と
な
り
、
県
警
察
や
教
育

委
員
会
、
庁
内
の
関
係
部
局
の
ほ

か
、
関
係
団
体
等
と
調
整
を
行
い
、

対
策
の
重
点
推
進
事
項
の
決
定
や

交
通
安
全
運
動
、
交
通
死
亡
事
故

多
発
時
に
お
け
る
緊
急
対
策
を
行

う
な
ど
、
総
合
的
な
施
策
を
推
進

し
て
い
る
。

答 　
　
通
学
路
等
の
点
検
結
果
を
踏

ま
え
た
対
応
や
交
通
安
全
施
策
の

総
合
調
整
機
能
の
確
立
は
。

問

　
　
知
事
人
口
減
少
、
高
齢
化
に

よ
る
担
い
手
不
足
、
近
年
の
外
国

人
観
光
客
の
増
加
に
よ
る
バ
ス
需

要
の
拡
大
等
に
よ
り
、
バ
ス
運
転

手
の
確
保
が
困
難
に
な
っ
て
い
る

も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

　
県
で
は
、四
国
各
県
や
関
係
団
体

等
と
連
携
し
て
バ
ス
運
転
手
へ
の

就
職
を
促
す
た
め
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
配
布
す
る
な
ど
職
業
選
択
に

バ
ス
の
運
転
手
を
含
め
て
も
ら
え

る
よ
う
努
め
て
き
た
。今
後
、バ
ス

運
転
手
の
確
保
に
向
け
、他
県
の
取

組
事
例
も
参
考
に
、県
バ
ス
協
会
等

と
も
意
見
交
換
を
行
い
、県
の
就
職

支
援
サ
イ
ト
﹁
ｊ
ｏ
ｂ
ナ
ビ
か
が

わ
﹂へ
の
登
録
の
呼
び
か
け
や
、バ

ス
運
転
手
の
労
働
環
境
の
改
善
に

向
け
た
働
き
か
け
、若
者
層
や
女
性

を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
一
層
の
Ｐ

Ｒ
な
ど
、県
と
し
て
の
具
体
的
な
取

組
み
を
検
討
す
る
。

答 　
　
バ
ス
運
転
手
の
不
足
の
現
状

認
識
と
確
保
対
策
は
。

問

自民党議員会自由民主党議員会
辻村 修 議員

答 問　
　
知
事
平
成
２９
年
８
月
か
ら
工

事
に
着
手
し
、現
在
、地
下
部
分
の
上

部
構
造
を
支
え
る
免
震
装
置
の
取
付

け
や
地
上
部
分
の
高
層
棟
塔
屋
部
の

耐
震
補
強
を
施
工
し
て
い
る
。

　
今
後
は
、
低
層
棟
ピ
ロ
テ
ィ
の

天
井
や
床
の
仕
上
げ
、
南
庭
や
低

層
棟
東
側
歩
道
復
旧
等
の
工
事
を

実
施
し
、
当
初
の
予
定
ど
お
り
、
１２

月
の
竣
工
を
見
込
ん
で
い
る
。

　
県
広
報
誌
１０
月
号
に
、
工
事
の

現
況
を
掲
載
し
、
広
く
県
民
へ
周

知
す
る
。
１２
月
に
竣
工
し
、
東
館
1

階
の
県
庁
舎
建
築
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を

再
開
す
る
ほ
か
、
来
年
１
月
下
旬

に
は
、
今
回
の
工
事
内
容
や
地
下

　
　
県
庁
舎
東
館
耐
震
改
修
工
事

の
進
捗
状
況
と
県
民
へ
の
周
知
は
。

千
万
円
と
試
算
し
て
い
る
。

　
７
月
に
、
国
等
に
対
し
制
度
的
・

財
政
的
支
援
等
の
要
望
を
行
い
、

全
国
的
な
共
同
購
入
組
織
へ
の
参

加
や
後
発
医
薬
品
へ
の
切
替
え
、

診
療
報
酬
上
の
施
設
基
準
の
取
得

に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　
　
知
事
都
道
府
県
単
位
化
に

伴
い
毎
年
約
３
４
０
０
億
円
の

財
政
支
援
が
行
わ
れ
、
昨
年
度
の

実
績
で
県
平
均
の
１
人
当
た
り

保
険
料
調
定
額
は
平
成
29
年
度

よ
り
９
４
５
円
減
少
し
効
果
が

あ
っ
た
と
考
え
る
。

　
各
市
町
の
１
人
当
た
り
医
療
費

で
最
大
１
.
３
４
倍
、
収
納
率
で
最

大
８
ポ
イ
ン
ト
の
差
が
あ
り
、
市

答 問　　
国
民
健
康
保
険
の
県
の
財
政

運
営
に
よ
る
変
化
と
運
営
姿
勢
は
。

町
が
実
施
す
る
保
健
事
業
等
も
差

が
あ
る
た
め
、
医
療
費
水
準
等
の
市

町
間
格
差
が
縮
小
し
た
時
点
で
保

険
料
水
準
の
統
一
を
検
討
し
た
い
。

　
市
町
の
一
般
会
計
か
ら
の
決
算

補
て
ん
等
を
目
的
と
す
る
繰
入
れ

は
解
消
又
は
削
減
す
べ
き
対
象
と

認
識
し
て
お
り
、
該
当
す
る
市
町

で
解
消
に
向
け
て
計
画
が
作
成
さ

れ
、取
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
各
市
町
と
幅
広
く
意
見
交
換
を

行
い
、
安
定
的
な
財
政
運
営
や
効

果
的
な
事
業
運
営
に
努
め
る
。

通学路等の緊急点検

　
交
通
安
全
施
設
の
設
置
は
、
関

係
者
が
多
岐
に
わ
た
る
た
め
、く
ら

し
安
全
安
心
課
が
窓
口
に
な
り
総

合
的
な
調
整
を
行
っ
て
い
る
が
、よ

り
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
対
応
が

可
能
と
な
る
よ
う
努
め
る
。
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9月 定例会 一 般 （
要
旨
）質 問 10月7日

循環器医療とリハビリテーション
の状況及び今後の展望、県立病院の
循環器医療体制は。
知事循環器医療の状況は、カテーテル

アブレーション治療（          　 ）が県立２

病院を含む５医療機関で実施されるほか、

「地域連携クリティカルパス（          　 ）」

の活用を促進するなど、急性期から在宅

療養に至るまでの関係機関の連携協力体

制を整備してきた。リハビリテーションの

状況は、実施する医療機関が年々増加傾

向にあり、9月１日現在で19施設あるなど、

体制の充実が図られている。昨年12月に

成立した「循環器病対策基本法」は、国等

の責務を明らかにし、循環器病対策を総

合的かつ計画的に推進するものであり、患

者に対する良質かつ適切なリハビリテー

ションを含む医療の迅速な提供等が加速

されると考える。

病院事業管理者中央病院では、カテー

テルアブレーション治療に積極的に取

り組み、平成29年度の実績は394件と

四国で１位であり、年々増加している。

患者数の増加に対応するため、医師の

育成にも取り組んでいる。リハビリの

実患者数も増加傾向にあるため、４月

から理学療法士を１名増員し、心臓リハ

ビリテーションの充実に努めている。

白鳥病院でも循環器系の先進的治療

や心臓リハビリテーションも実施し、

地域の医療ニーズに対応している。

問

答

歴史教育の取組みは。問
令和４年度から実施される高校の新

しい学習指導要領では、新設の「歴史総

合」が必履修科目となり、すべての生徒

が世界と日本の近現代史をしっかりと

学習する。義務教育段階では、小学校か

ら中学校への学習内容の系統的な接

続・発展を重視するほか、中学校では、

より幅広い観点から歴史の学習を行う。

答

自民党県政会

新田 耕造
議員議員

リベラル香川

松岡 里佳
議員

※
2 

カ
テ
ー
テ
ル
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
治
療
＝
カ
テ
ー
テ
ル
と
い
う
細
い
管
を
血
管
か
ら
心
臓
に
入
れ
て
高
周
波
電
流
を
流
し
、不
整
脈
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
異
常
な
電
気
回
路
を
焼
き
切
る
こ
と
で
、不
整
脈
の
根
治
を
目
指
す
治
療
法
。

※
3 

地
域
連
携
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
パ
ス
＝
複
数
の
医
療
機
関
同
士
等
の
間
で
、共
通
の
治
療
計
画
書
に
従
っ
て
治
療
を
行
う
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、急
性
期
病
院
か
ら
回
復
期
病
院
へ
と
転
院
す
る
場
合
な
ど
に
、パ
ス
を
引
き
継
ぎ
活
用
す
る
。

議員議員
公明党議員会自民党県政会

広瀬 良隆 高木 英一
議員

ひきこもりへの対策や支援は。
本県のひきこもりの実態調査による

と、726人がひきこもりの状態にあり、そ

の37.6パーセントが支援を受けていない

状況にある。今後、ひきこもりサポーター

を活用して個別支援の充実などの支援

環境を整備したり、「ひきこもり対策連絡

協議会」などを通じ、早期発見や適切な

支援のための連携強化を図っていく。

問
答

児童虐待防止対策等は。
西部子ども相談センターの女性相談

員の配置は効果的なあり方を研究する。

施設入所が適当と思われるケースの保

護者の費用負担は、丁寧な説明を行い

理解を得るよう努めており、国の基準と

異なる取扱いは慎重に検討する必要が

ある。一時保護所の支援の質の向上に

関する第三者評価の実施は他県の実施

状況等を踏まえ検討したい。

問
答

平成28年度から、香川大学と共同

でアサリ資源回復に向けた取組みに関

する研究を進めている。フルボ酸鉄シ

リカの海岸への設置は、有明海で干潟

に堆積したヘドロを分解する底質浄化

手法の１つで、引き続き詳細な情報収

集や香川大学との共同研究を進める。

里海の再生と活性化のためのフル
ボ酸鉄シリカの海岸への設置は。
問

答

学校内の井戸水を利用してミストを

噴霧する取組みは、児童生徒がその場

で直接効果を体感でき、環境教育の観

点からも有用な取組みであると考える。

校舎等の複層ガラス化は、施設全体の

断熱対策等を総合的に検討する必要

があり、費用面も含めて研究する。

県立学校でのミスト噴霧と窓の複
層ガラス化の取組みは。
問

答

高松工芸高校による香川漆器の魅力

発信等、ＳＢＰ（          　）と同様の取組

みを数多く行っている。新しい学科や

コース等の設置は、地方創生に繋がる学

びの観点も含めた検討を行う。人材につ

いては、研修等により教員の資質向上を

図るほか、高校の多様な教育活動に各分

野の専門家が参加できる体制を整える。

県立高校への地方創生に繋がる学
科の新設と人材の育成・確保は。
問

答

太陽光発電2040年問題への施策は。
国に対し「太陽光パネル等の発電設

備について管理及び撤去・処分が確実に

行われる仕組み」の構築を要望し、廃棄

費用の積立金額水準の提示等が必要と

申し上げた。事業者に対し、県や国のガイ

ドラインに基づき、設備の有害物質使用

情報の入手や、廃止届の提出時のマニ

フェスト添付を義務づけ、リサイクル等

の技術的情報を提供、推奨している。

問
答

不登校対策は。
文部科学省は、不登校児童生徒の支

援体制を整備するために、不登校児童

生徒支援協議会等の設置や、コーディ

ネーター等の配置の例を挙げて令和２

年度の概算要求をしている。不登校支援

に係る関係機関の連携の窓口の設置や

コーディネーターの配置は有効である

と考えており、幅広く研究を進めたい。

問
答

病院の再編・統合等への取組みは。
本県では４つの医療機関が再検証の

対象とされたが、高松医療センターは難

病や結核医療の中核的な医療機関であ

り、他の医療機関も地域医療を支える

重要な役割を担っている。今後、「地域

医療構想調整会議」で、これらの医療機

関がそれぞれの地域で担っている役割

等を、丁寧に聴取し協議したうえで、そ

の検証内容を国に報告することになる。

問
答

備蓄倉庫の安全性や備蓄の状況は。
生島町の備蓄倉庫の敷地及び前面

道路は、県の地震・津波被害想定では

津波浸水想定区域に該当せず、安全性

は確保されている。備蓄物資は県内72

か所の県有及び市町有施設に分散備

蓄され、主食全体の約86パーセントが

生島町以外の施設に備蓄されている。

問
答

ハザードマップの周知と活用は。
県のホームページでハザードマップ

を確認できる「かがわ防災ＧＩＳ」を積

極的に紹介している。地区防災計画の

策定などの地域での防災活動の取組み

で、ハザードマップの活用が一層促進

されるよう努めるほか、先進的な取組

みも、各市町と情報共有を図る。防災

重点ため池の名称と所在地を被害軽

減につながる情報として、できるだけ早

く県のホームページに掲載したい。

問
答

障害者の在宅就労支援は。
かがわ総合リハビリテーションセン

ターで在宅ワーカー育成事業により在

宅就労を支援する取組みを進めている。

就労支援に関する制度は、先進事例な

ども含め情報提供を徹底し、在宅就労

が進むよう努める。ＩＣＴを活用したモ

デル事業の実施は、他県の状況などを

調査したい。

問
答

米国製造メーカーの人工乳房の自
主回収問題に係る対応は。

県内の実態は、認定施設の医療機

関から9月末で再建手術を受けた方が

89名、待機中の方が11名との回答が

あった。10月1日に対象機関に適切な相

談対応を依頼し、県民にホームページな

どで情報提供を行った。治療費や損害

賠償等の負担は、現時点で政府が特別

な対応を行う考えはないと伺っている。

問

答

県内中小企業のＳＤＧｓ経営の推進は。
国の「地方創生ＳＤＧｓ官民連携プ

ラットフォーム」や「四国ＳＤＧｓ研究

会」に参画し、他の自治体等の取組み

の情報収集や支援のあり方の情報共

有を図る。高松青年会議所が初めて開

催する「かがわＳＤＧｓアワード」に後

援と知事賞交付を行うほか、かがわ産

業支援財団やジェトロ香川と連携し講

演会やセミナーを行う。

問
答

発達障害児の療育体制の充実は。
かがわ総合リハビリテーションセン

ターに設置した施設において、作業療法

士や言語聴覚士などによる療育を行う

ほか、市町等に対する相談・助言や研

修、困難事例への支援を行っている。県

内の作業療法士養成機関との連携を密

にし、必要な人材の養成確保に努める。

問
答

歩行者優先の交通社会の構築は。
ボランティア等と一体となった広報

活動や、運転免許更新時の指導、高齢者

への横断歩道利用呼掛け、横断歩行者

等妨害の違反取締の強化を行っている

ほか、歩行者を押ボタン式信号に誘導す

る道路標示を試験整備し効果を検証中

である。横断歩道等の道路標示は、緊急

性の高いものから更新するなど適正な

維持管理に努める。

問
答

環境保全に資する地域づくりを推
進する取組みは。

住宅用太陽光発電設備等の設置補助

を通じエネルギーの地産地消に寄与する

とともに、里山整備で発生した広葉樹材

を薪等の木質バイオマスとして活用し、

地域の所得向上や雇用創出を促すほか、

山・川・里・海をつなげて支える「里海づ

くり」に取り組む。地域循環共生圏の形

成は、先行事例等の情報収集に努める。

問

答

議員
自民党議員会

松本 公継

関係人口の創出・拡大の取組みは。
瀬戸内国際芸術祭が契機となり、島

と継続的に関わる関係人口が増え、元

気を取り戻していると実感できる地域も

出てきているほか、他県では外部の人材

が地域等に関わり、新しい視点やアイデ

アにより、地域の活性化につなげた事例

もある。次期かがわ創生総合戦略の骨

子案に、地域課題の解決に向けた関係

人口の創出・拡大を盛り込んだ。

問
答

県道太田上町志度線バイパスなど
の道路整備は。

国道１９３号から国道32号までの約

１．４キロメートル区間は、県道太田上町

志度線バイパスと接続し、高松市中部地

域の東西アクセスを向上させ、並走する

現道や県道三木国分寺線の交通の円滑

化にも資する道路であり、六条工区の事

業の進捗等を見ながら、財政事情を踏

まえ、事業化の時期について検討する。

問

答

不登校傾向の子どもに対する支援は。
小学校入学前に「子育てハンドブッ

ク」、中学校入学前に「さぬきの子育て

思春期サポートブック」を配布するほ

か、親子のコミュニケーション等を保護

者同士で話し合う「家庭教育推進専門

員によるワークショップ」を実施するな

ど、家庭教育の大切さや子どもへの関わ

り方について学習する機会を提供する。

問
答

災害時の防災情報の収集と伝達は。
発災時に県から被災市町等へ災害

時連絡員を速やかに派遣し、警察、消

防、自衛隊などのほか、電力会社等のラ

イフライン事業者とも相互に連携して

正確な情報の迅速な入手に努める。新

たに防災アプリを導入し、適切な避難

行動を支援する情報や避難所情報など

を提供できるシステムを構築している。

問
答

※2 6ページ
右欄外参照

※3 7ページ
左欄外参照

自民党県政会

岡野 朱里子

  

※4 8ページ
右欄外参照



89月定例会　一般質問

（
要
旨
）質 問 10月8日

※
4 

Ｓ
Ｂ
Ｐ
＝
高
校
生
ら
が
地
域
の
大
人
た
ち
と
共
に
、ビ
ジ
ネ
ス
の
手
法
を
用
い
て
地
域
課
題
の
解
決
を
目
指
す
取
組
み
。
具
体
的
に
は
、
高
校
生
ら
が
地
域
資
源
︵
モ
ノ
、自
然
、歴
史
等
︶を
学
び
、こ
れ
を
活
用
し
て﹁
ま
ち
づ
く
り
﹂や﹁
ビ
ジ
ネ
ス
﹂を
提
案
す
る
活
動
。

議員議員
リベラル香川自民党議員会

鏡原慎一郎香川 芳文 
議員

農業生産者の収益性向上の推進は。
市場ニーズに対応し、出荷前の予冷

処理の徹底など他産地との差別化を図

る。安全・安心な農産物の安定的な供給

に向け、ＧＡＰ認証の取得を推進し、耕

畜連携による資源循環型農業の取組み

を積極的に支援する。健康志向の高まり

に対応するため、キウイフルーツなど県

産農産物の機能性成分を調査し、訴求

力の高い売れる農産物づくりを進める。

県内事業者の働き方改革への支援は。
中小企業等経営者から「どう取り組

んだらよいか分からない」「経費負担が

大きい」などの声があるため、経費の一

部を助成したり、社会保険労務士など

の専門家が中小企業等の個別サポー

トを行うほか、生産性向上のための国

の助成制度の周知等にも努めている。

英語教育の充実への取組みは。
高等学校では、小・中学校の英語教

育を踏まえ、実際のコミュニケーショ

ンの機会や、海外語学研修など異なる

文化を背景とする人たちと関わる機会

を増やしている。国際バカロレア教育

では、学校やコースの設置について、高

度な資質を持つ教員の確保等の課題

も考慮しながら検討したい。

中学校の部活動指導員の配置へ
の支援と生徒の引率への対応は。

市町の部活動指導員の任用に、国と

合わせて経費の３分の２を補助し、国へ

補助事業の継続と拡充を要望している。

適切な指導者確保のため、運動部活動

における指導者データバンクを作成し、

合計１９６名の指導者情報を市町に提供

している。生徒の引率は、生徒や保護者

のニーズを踏まえ、教員の負担軽減の観

点で、県中学校体育連盟と協議する。

緊急通報や現場での多言語対応は。
外国人からの緊急通報に、多言語の

コールセンター活用を検討している。交

番等では、通訳ハンドブック等を活用す

るほか、一部の交番でタブレット型翻訳

機も導入している。県警察は全体で17言

語の通訳要請に対応しており、翻訳タブ

レットや翻訳アプリの導入は、情報セ

キュリティ面等を配慮し検討している。

がん患者へのウイッグ購入助成等は。
病院等に美容師等を派遣する事業

で、昨年度計７回派遣した。研修を受け

た美容師にがん患者をサポートする旨を

表示したステッカーを配布し、２００以

上の店舗で相談等の協力を得た。今年

度はニーズ調査を実施し、療養生活を送

るうえでの負担や悩み等を把握するほ

か、これまでの取組みも検証したい。

東京オリンピック・パラリンピックの
事前合宿と学校教育への取組みは。
知事昨年３月に「東京２０２０オリン

ピック香川合宿実行委員会」を立ち上げ

るなど､事前合宿の誘致やホストタウン

登録市町との連携に積極的に取り組ん

でおり、地域との交流は、今後、交流事

業等の内容を相手国・地域の意向も聞

き、検討する。

教育長昨年度から、小・中・高校及び特

別支援学校のうちから「オリンピック・パ

ラリンピック教育推進校」を指定し、今

年度は昨年度の10校から34校に拡大し

ている。推進校の取組みを他の学校に

広げるため、今年２月には教育フォーラ

ムを開催し、推進校の事例発表や取組

みを紹介したリーフレットを作成・配付

するなど情報発信を行っている。

問問
答答

問問

答答

問問
答答

問問
答答

問問
答答

高校や短大、大学などで「若者向け

消費生活講座」を実施するなど、悪質

商法やＳＮＳ、インターネットを使った

消費者問題の啓発や情報提供を行っ

てきたが、昨年度からは、県内の高等

学校や特別支援学校で、国が作成した

教材を活用した授業を実施し、高校生

の消費生活に関する知識や意識の向

上に向けた取組みを行っている。

民法改正に伴う若年者への消費者
教育の推進は。
問問

答答

集中豪雨などによる水害対策等は。
ハード対策では河川及び砂防施設

の整備、ソフト対策では春日川等12河

川で洪水浸水想定区域図の作成等を

進める。要配慮者利用施設における避

難確保計画の昨年度末の作成状況は、

浸水想定区域内の施設では約47パー

セント、土砂災害警戒区域内の施設で

は約37パーセントである。昨年度の避

難訓練の実施状況は、それぞれで約18

パーセント及び約21パーセントとなっ

ている。

問問
答答

問問

答答

問問

答答

ジビエの利活用の取組みは。
狩猟者を対象とした解体技術講習会

の開催等に取り組むほか、県産ジビエの

普及・消費拡大のため、レシピ集の作

成、調理講習会の開催、県内でジビエを

取扱う農村レストランの県ホームページ

での紹介を行っている。ジビエの処理加

工施設の整備等は、国の交付金を活用

でき、国も支援の拡充を検討している。

問問
答答

農業の後継者育成と集落営農の
推進は。

農業大学校で、農業未経験の定年

退職者等を対象とした「就農準備研修」

と「就農実践研修」を設け、この2コース

を受講した56人のうち29人が就農した。

集落営農組織間や近隣の認定農業者な

どとの連携を促し、人材不足の解消等

を図るための支援制度を創設した。

問問

答答

自民党県政会

白川 和幸

9月定例会　一般質問9

9月 定例会 一 般

リベラル香川

山本 悟史
議員議員

日本共産党議員団

秋山 時貞

給付型奨学金制度の考えは。
国の高等教育の無償化や給付型奨学

金の拡充を受けた県の対応は、来年度に

向けて検討している。奨学金等の教育資

金の充実は、将来の香川県を背負って立

つ人材を育成することにつながるが、将

来にわたって持続可能な制度とするこ

と、税負担も含めて全体として公平感の

あるものとすることが重要と考えている。

性的少数者に関する取組みは。
知事県民の理解と認識を深めるた

め、様々な機会を捉えて周知啓発に努

めるとともに、他県の事例や当事者団

体の要望を踏まえ、電話相談窓口を昨

年８月に開設したところである。平成

28年度から県職員向けの研修会を毎

年開催しており、他県での職員向けの

ハンドブック作成の取組みも参考にし

て職員の理解を深める。

教育長性同一性障害の正しい理解を図

るリーフレットを県内の全教職員に配布

し研修を実施している。文部科学省の

通知も全学校に周知し、共通理解が図

られるよう指導したほか、教職員がチー

ムで関われるようリーダー養成に取り組

んでいる。学校から相談が寄せられた

場合は、児童生徒の心情に十分配慮し

た対応に努めるよう指導している。

ひとり親支援のあり方は。
ひとり親家庭は、子どもの養育、収

入、仕事等の面で多くの困難に直面し

心身ともに負担が大きい状況があり、

関係機関と連携を図りながら的確に支

援を進めることが行政の役割であり、

責任である。県は市町への経済的支援

をはじめ、子どもの学習支援、母子・父

子自立支援員等による相談・情報提

供、就業支援などの各種施策に取り組

んでいる。

問問
答答

問問
答答

問問
答答

自民党県政会

氏家 孝志
議員

高松空港の整備状況と今後の展望は。
高松空港株式会社が国内・国際線

の搭乗待合室や免税店舗の拡張を進

め、国際線手荷物受取場の処理能力

拡大などのハード面の機能を強化する

方針である。便益向上策や費用削減策

を具体的に整理するなど、カテゴリー

Ⅲの計器着陸装置の整備が図られるよ

う粘り強く、国に働きかける。

地域高規格道路・高松環状道路の
整備は。

高松環状道路の国道11号からサン

ポート高松付近までの区間は、国にお

いてルート等の調査が行われており、

現時点では計画段階評価を実施する

状況ではない。国と連携を図りながら、

引き続き整備方針について検討する。

県立高等技術学校の今後のあり方は。
国や民間教育訓練機関との役割分担

を図りつつ訓練内容の充実を図るととも

に、オープンキャンパスの実施など効果

的な訓練生の募集に努めるほか、専門性

を有する指導員の計画的な確保と育成

に努める。施設の修繕やニーズの高い機

器の整備を計画的に行い、訓練環境の

確保、充実を図る。

問問
答答

問問

答答

問問
答答

国際交流の推進は。
広い視野や国際感覚を持った若者

が育つよう、青少年の海外交流に取組

み、新しい世代における県と南米県人会

との交流の架け橋となる人材を育成し、

交流が持続し、発展するよう努める。交

流先の要望も踏まえ、独立行政法人国

際協力機構（ＪＩＣＡ）の協力のもと、専

門家派遣や技術研修員の受入れといっ

た国際協力の取組みを実施する。

問問
答答

持続可能な公共交通ネットワーク
の構築への取組みは。

地元市町とも連携し、ことでんの新

駅や駅前広場の整備、線路の複線化、Ｉ

Ｃカードの拡大などに取組むほか、鉄道

と路線バス等の公共交通機関相互の乗

り継ぎ機能を高める。鉄道ネットワーク

の維持には四国の新幹線の早期実現が

不可欠であり、引き続き整備計画への格

上げに向け積極的に取組む。

夜型観光の推進の取組みは。
本年は新たに県庁21階のプロジェク

ションマッピングを実施している。今年

度新たに創設した「ナイトコンテンツ造

成支援事業」を活用し、父母ヶ浜での

ビーチライブなどの民間事業者等が主

体となった新たなイベントも県内各地で

開催されており、多くの来場者から高い

評価を得ている。

問問

答答

県立高校の生徒の受入れについて
の考えは。

全国からの生徒募集は多様な価値観

の共有を図り多くの刺激を受けるなどの

教育効果が見込まれる。学区の弾力的

な運用は進路選択の幅を広げ多様な学

びのニーズに応えることができる。全国

からの生徒募集は令和３年度の入試に

向け、また学区の弾力的運用についても

早期実現に向け準備を進める。

問問

答答

問問

答答

災害発生時の停電対策と無電柱
化の推進は。

被災市町や四国電力等に速やかに

災害時連絡員を派遣する体制を整備

し、防災拠点施設等への電力の優先供

給等が適切に行われるよう、ライフラ

イン事業者や防災関係機関と連携した

訓練を実施する。香川県無電柱化推進

計画を本年３月に策定し、今年度は県

道高松善通寺線や県道琴平停車場琴

平公園線などで事業を実施している。

問問

答答
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そ
の
ほ
か
、
大
学
等
と
の

連
携
、
財
政
運
営
、
地
域
お
こ

し
協
力
隊
、Ｒ
Ｐ
Ａ
等
の
技

術
の
活
用
、
瀬
戸
内
国
際
芸

術
祭
２
０
１
９
、
新
県
立
体

育
館
の
整
備
、
旧
三
豊
工
業

高
校
跡
地
の
利
活
用
、
会
計

年
度
任
用
職
員
制
度
、
多
文

化
共
生
の
社
会
づ
く
り
、
中

国
・
陝
西
省
と
の
交
流
、
県
の

災
害
対
応
、
消
費
者
教
育
の

推
進
、
安
心
・
安
全
の
確
保
、

あ
お
り
運
転
対
策
な
ど
に
つ

い
て
た
だ
し
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
瀬
戸
内
海
の
海
ご

み
対
策
、特
定
外
来
生
物
対
策
、災

害
廃
棄
物
の
処
理
、
豊
島
廃
棄
物

等
処
理
施
設
撤
去
等
事
業
、
一
般

廃
棄
物
減
量
化
、竹
林
対
策
、家
電

製
品
の
リ
サ
イ
ク
ル
、
緑
の
カ
ー

テ
ン
の
普
及
促
進
、
橋
梁
等
の
老

朽
化
対
策
、
民
間
危
険
ブ
ロ
ッ
ク

塀
等
撤
去
支
援
事
業
、
空
き
家
へ

の
対
応
、
洪
水
浸
水
想
定
区
域
図

の
作
成
状
況
、
工
事
請
負
契
約

の
手
続
き
、民
間
住
宅
耐
震
対
策

支
援
事
業
、道
路
陥
没
防
止
対
策

な
ど
に
つ
い
て
た
だ
し
ま
し
た
。

サ
イ
ク
リ
ン
グ
ル
ー
ト
の
整
備

住
宅
用
太
陽
光
発
電
設
備
の

普
及
促
進

補
助
事
業
の
実
施
状
況
と
太

陽
光
発
電
設
備
の
導
入
効
果
は
。

障
害
者
の
雇
用

補
助
金
の
申
請
状
況
は
、
８

月
末
時
点
で
、
太
陽
光
発
電
が
７

８
３
件
、
金
額
で
６
０
９
０
万
４

千
円
、
蓄
電
池
が
４
５
１
件
、
４
２

４
０
万
８
千
円
で
、
予
算
額
に
達

す
る
見
通
し
の
10
月
末
で
申
請
受

付
を
終
了
し
た
い
。

　
補
助
制
度
で
、
住
宅
用
太
陽
光

発
電
設
備
の
設
置
件
数
は
、
昨
年

度
末
で
２
万
５
０
２
５
件
、
年
間

の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
削
減
量
は
約
７

万
２
千
ト
ン
と
な
り
、
地
球
温
暖

化
の
抑
制
に
貢
献
し
て
い
る
。

問答

南
海
ト
ラ
フ
の
震
源
域
に
お

い
て
、﹁
半
割
れ
﹂、﹁
一
部
割
れ
﹂、

﹁
ゆ
っ
く
り
す
べ
り
﹂
の
事
象
が
観

測
さ
れ
た
場
合
、
国
が
、
こ
れ
を
臨

時
情
報
と
し
て
発
表
す
る
。

　
県
の
対
応
は
、地
震
発
生
に
よ
る

堤
防
の
崩
壊
等
に
よ
っ
て
30
セ
ン

チ
以
上
の
浸
水
が
地
震
発
生
か
ら

30
分
以
内
に
生
じ
る
地
域
に
お
い

て
、速
や
か
に
避
難
す
る
こ
と
が
困

難
な
高
齢
者
や
障
害
者
な
ど
は
１

週
間
の
事
前
避
難
の
対
応
を
取
る
。

一
人
一
人
が
よ
り
安
全
な
行
動
を

選
択
し
、自
ら
の
身
は
自
ら
で
守
る

自
助
を
基
本
に
地
震
へ
の
備
え
を

強
め
て
ほ
し
い
。

発
表
さ
れ
た
場
合
の
対
応
は
。

南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報

問

問

答

身
体
、
知
的
及
び
精
神
障
害

者
を
対
象
と
し
た
非
常
勤
職
員
採

用
試
験
を
実
施
し
た
結
果
、
今
年

４
月
１
日
か
ら
新
た
に
非
常
勤
職

員
と
し
て
12
名
、
ま
た
、
正
規
職
員

と
し
て
２
名
を
採
用
し
た
。
非
常

勤
職
員
の
業
務
内
容
は
、
採
用
試

験
時
に
希
望
し
た
所
属
で
の
受
付

業
務
や
パ
ソ
コ
ン
入
力
な
ど
で
あ

り
、
人
事
・
行
革
課
で
は
２
名
の
支

援
員
の
支
援
を
受
け
な
が
ら
作
業

を
行
っ
て
い
る
。

取
組
み
状
況
は
。

　
法
改
正
に
伴
う
対
応
と
し
て

は
、
障
害
者
雇
用
推
進
者
と
し
て

総
務
部
長
を
選
任
し
た
ほ
か
、
事

業
主
と
し
て
定
め
る
障
害
者
活
躍

推
進
計
画
に
つ
い
て
は
、
国
か
ら

作
成
指
針
が
示
さ
れ
次
第
、
速
や

か
に
進
め
て
い
き
た
い
。ま
た
、障

害
者
の
職
場
定
着
に
向
け
て
は
、

職
場
環
境
の
整
備
が
重
要
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
視
覚
障
害
者
に
対
し

て
、拡
大
読
書
器
等
を
購
入
し
た
ほ

か
、相
談
窓
口
の
設
置
や
職
員
啓
発

用
の
冊
子
を
作
成
し
た
と
こ
ろ
で

あ
り
、今
後
も
引
き
続
き
、障
害
者

雇
用
に
積
極
的
に
取
り
組
む
。

答

平
成
29
年
度
に
設
定
し
た
小

豆
島
を
一
周
す
る
約
82
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
の
モ
デ
ル
ル
ー
ト
は
、
交
差

点
や
ル
ー
ト
の
分
岐
点
等
で
路
面

標
示
や
看
板
の
設
置
な
ど
の
ハ
ー

ド
整
備
が
完
了
し
て
い
る
。

　
県
内
の
海
岸
沿
い
の
約
１
２

５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
基
幹
ル
ー

ト
と
、
こ
れ
を
起
終
点
と
し
て
、

東
讃
・
高
松
・
中
讃
・
西
讃
の
４
つ

の
エ
リ
ア
ご
と
に
設
定
し
た
一

周
80
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
か
ら
88
キ

サ
イ
ク
リ
ン
グ
環
境
の
整
備

に
向
け
た
取
組
み
は
。

ロ
メ
ー
ト
ル
の
地
域
ル
ー
ト
は
、

５
月
に
策
定
し
た
整
備
計
画
に
基

づ
き
国
や
市
町
と
連
携
し
な
が
ら

整
備
を
進
め
て
い
る
。
基
幹
ル
ー

ト
は
、
国
道
部
分
は
３
月
ま
で
に

整
備
が
完
了
し
、
県
管
理
道
路
部

分
は
、
今
年
度
中
に
整
備
が
完
了

す
る
見
込
み
で
、
地
域
ル
ー
ト
も
、

整
備
計
画
に
基
づ
き
順
次
、
整
備

に
努
め
て
い
き
た
い
。

　
今
後
と
も
、
国
や
市
町
と
連
携

し
、
基
幹
ル
ー
ト
や
地
域
ル
ー
ト

の
早
期
整
備
に
努
め
、
わ
か
り
や

す
く
、
走
り
や
す
い
サ
イ
ク
リ
ン

グ
環
境
の
整
備
に
努
め
た
い
。

問答

■
環
境
建
設
委
員
会

■
総
務
委
員
会

総合防災訓練

住宅における太陽光発電と蓄電池のイメージ

県
立
高
校
の
在
り
方
を
示
す

次
期
計
画

常任委員会だより

　
こ
の
ほ
か
、
第
三
次
県
立

病
院
中
期
実
施
計
画
の
達
成

状
況
、
外
国
人
介
護
留
学
生

等
の
受
け
入
れ
に
係
る
支

援
、
医
師
確
保
対
策
、
動
物
愛

護
問
題
、
幼
児
教
育
の
無
償

化
、
小
・
中
学
校
の
施
設
や
Ｉ

Ｃ
Ｔ
機
器
に
関
す
る
市
町
へ

の
補
助
、
不
登
校
児
童
生
徒

の
状
況
、
中
学
校
に
お
け
る

部
活
動
指
導
員
、
非
認
知
ス

キ
ル
向
上
事
業
、
新
県
立
体

育
館
の
整
備
な
ど
に
つ
い
て

た
だ
し
ま
し
た
。

住
宅
宿
泊
事
業

　
そ
の
ほ
か
、
希
少
糖
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
、発
酵
食
品

産
業
の
振
興
、働
く
女
性
の
活

躍
推
進
、
自
然
災
害
等
発
生

時
に
お
け
る
外
国
人
観
光
客

へ
の
情
報
提
供
、観
光
客
の
動

向
、
女
性
・
高
齢
者
等
就
職
支

援
事
業
、
農
業
分
野
で
の
女

性
活
躍
、
花
き
振
興
、
家
畜
伝

染
病
の
防
疫
対
応
、﹁
お
い
で

ま
い
﹂
の
ブ
ラ
ン
ド
化
、
漁
業

就
業
者
の
減
少
対
策
、
た
め

池
の
水
質
浄
化
対
策
な
ど
に

つ
い
て
た
だ
し
ま
し
た
。

東
讃
地
域
の
再
編
整
備
の
考

え
方
と
中
讃
地
域
の
中
高
一
貫
教

育
校
の
検
討
は
。

三
本
松
高
校
は
多
様
な
学
び

を
保
障
し
就
職
を
志
望
す
る
生
徒

も
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
し
た

い
。
石
田
、
志
度
及
び
津
田
高
校
は

統
合
し
て
新
た
な
高
校
を
設
置
し
、

各
校
の
伝
統
を
生
か
し
こ
れ
か
ら

の
社
会
で
必
要
な
力
を
育
成
で
き

る
よ
う
に
し
た
い
。
高
瀬
の
ぞ
み
が

丘
中
学
校
の
閉
校
は
、
ゆ
と
り
教
育

の
支
持
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
と
総

括
し
て
お
り
、
今
後
は
検
討
委
員

会
を
設
置
し
地
元
の
ニ
ー
ズ
を
十

分
確
か
め
具
体
的
に
検
討
し
た
い
。

11

問

問答

夜
型
観
光
の
推
進

県
庁
展
望
室
で
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
来
場
者
数
及

び
商
店
街
と
連
携
し
た
取
組
み
は
。

イ
ベ
ン
ト
開
始
か
ら
11
日
で

４
０
７
７
人
の
来
場
者
が
あ
っ

た
。内
訳
は
、県
内
が
全
体
の
８
０.

８
パ
ー
セ
ン
ト
、県
外
が
１
４.
３

パ
ー
セ
ン
ト
、海
外
が
約
５
パ
ー
セ

ン
ト
で
幅
広
く
来
場
し
て
い
る
。

　
商
店
街
と
連
携
し
た
取
組
と
し

て
は
、
香
川
大
学
の
学
生
が
企
画

す
る
県
庁
か
ら
商
店
街
ま
で
の
ま

ち
あ
る
き
ツ
ア
ー
や
、
空
き
店
舗

を
活
用
し
た
ラ
ウ
ン
ジ
の
整
備
、

飲
食
・
宿
泊
施
設
へ
の
多
言
語
翻

訳
機
の
設
置
を
行
っ
て
い
る
。

問答
先
般
、
国
か
ら
、
全
国
の
公

立
、
公
的
病
院
で
再
編
・
統
合
の
議

論
が
必
要
と
判
断
さ
れ
る
対
象
医

療
機
関
が
公
表
さ
れ
た
。

　
県
で
は
こ
れ
ま
で
救
急
医
療
や

小
児
医
療
な
ど
の
公
立
、
公
的
病

院
と
し
て
果
た
す
べ
き
役
割
を
担

う
こ
と
を
目
的
と
し
た
統
合
や
、

医
療
機
能
の
充
実
を
目
的
に
新
病

院
整
備
に
あ
わ
せ
た
病
床
の
削
減

を
行
っ
て
お
り
、
医
療
を
効
果
的

県
の
こ
れ
ま
で
の
取
組
み

と
今
後
の
対
応
は
。

公
立
病
院
等
の
統
合

に
提
供
す
る
体
制
の
確
保
に
向
け

て
着
実
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
今
回
、
再
検
証
が
必
要
と
さ
れ

た
対
象
病
院
に
つ
い
て
、
高
松
医

療
セ
ン
タ
ー
は
、
結
核
、
難
病
に
特

化
し
た
中
核
病
院
で
あ
り
、
そ
の

他
の
診
療
実
績
が
少
な
い
の
は
当

然
で
あ
る
こ
と
、
そ
の
他
の
三
病

院
も
、
二
次
救
急
医
療
機
関
や
へ

き
地
医
療
拠
点
病
院
と
し
て
地
域

医
療
の
中
心
的
な
役
割
を
担
っ
て

い
る
こ
と
な
ど
を
踏
ま
え
、
地
域

医
療
構
想
調
整
会
議
で
各
病
院
か

ら
そ
の
病
院
の
役
割
を
具
体
的
に

聞
き
な
が
ら
協
議
を
進
め
た
い
。

問答

文教厚生委員会の審査の模様

■
経
済
委
員
会

■
文
教
厚
生
委
員
会

認
証
の
取
得
状
況
は
、
本
年

度
新
た
に
５
経
営
体
が
取
得
し
て

お
り
、
今
年
度
末
に
は
合
計
11
経

営
体
と
な
る
見
込
み
で
あ
る
。
取

得
し
た
経
営
体
の
多
く
は
露
地
野

菜
栽
培
に
取
り
組
む
生
産
法
人

で
、
レ
タ
ス
、
青
ネ
ギ
、
オ
リ
ー
ブ

な
ど
12
品
目
で
認
証
が
取
得
さ
れ

て
い
る
。

　
取
得
に
向
け
た
支
援
に
つ
い
て

は
、
指
導
体
制
を
強
化
す
る
た
め

に
、
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
に

認
証
取
得
状
況
と
取
得
推
進

に
向
け
た
県
の
支
援
は
。

Ｇ
Ａ
Ｐ
の
推
進

お
い
て
Ｇ
Ａ
Ｐ
指
導
員
の
資
格
取

得
を
進
め
、
農
業
者
へ
の
普
及
啓

発
や
助
言
、
認
証
取
得
の
働
き
か

け
を
行
っ
て
い
る
。ま
た
、認
証
取

得
を
希
望
す
る
農
業
者
に
対
し
て

個
別
指
導
を
行
う
と
と
も
に
、
専

門
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
派
遣
や

認
証
審
査
に
か
か
る
費
用
の
助
成

を
行
っ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
農
業
高
校
等
で
の
Ｇ

Ａ
Ｐ
教
育
や
消
費
者
へ
の
Ｐ
Ｒ
活

動
を
行
っ
て
お
り
、
今
後
と
も
Ｇ

Ａ
Ｐ
認
証
の
取
得
を
目
指
す
経
営

体
や
産
地
に
対
し
て
、
積
極
的
な

指
導
・
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

県庁プロジェクションマッピング

問答
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この広報誌は、古紙配合率70％再生紙、また、
環境にやさしい植物油インクを使用しています。

「威厳」  坂出高校3年　藤原 愛梨さん
　この写真は「神野神社」で行われたお祭りの様子を撮影したものです。私の住む地区の

獅子は体が布ではなく、黒い毛で覆われています。舞うたびに毛が大きく揺れ、とても力強

く感じられます。そんな獅子がこっちを向いて華麗に舞う姿に圧倒されて思わずシャッ

ターを切りました。写真は一瞬一瞬を大切にするものなのでその気持ちを忘れずにこれか

らも見た人の心に届くような写真を撮っていきたいと思います。ありがとうございました。

　「高校生フォトコンテスト」の
入賞作品のうち、県議会議長
賞を各号の表紙としてお届け
し、広報委員長賞及び佳作を
誌面でご紹介します。
　入賞者の言葉とともに高校
生の視点で捉えた「香川」のあ
れこれをお楽しみください。

今月の表紙

高校生フォトコンテスト広報委員長賞
「出陣」 撮影者：丸亀高校2年 川崎 朱理さん

https://www.pref.kagawa.lg.jp/gikai/

閉会中の委員会活動〈７～９月中〉
◆総務委員会（8月26日～28日・県外視察）
大泉町役場（群馬県）、利根導水総合事業所秋ヶ瀬管理所、埼玉県議会、ラ
ウンドアバウト（埼玉県）、千葉県議会（千葉県）

◆環境建設委員会（8月5日～7日・県外視察）
道央自動車道輪厚ＰＡ （上り）、輪厚スマートＩＣ、（株）マテック石狩支店、
定山渓拡幅道路拡幅・ 電線共同溝事業、札幌創世１．１．１区、札幌市リサ
イクル団地 ・中沼資源選別センター（北海道）

（９月17日・現地視察）
県道円座香南線（香南工区）（高松市）、株式会社富士クリーン（綾川町）、

（株）森づくり（さぬき市）、県道太田上町志度線（六条工区）（高松市）

◆文教厚生委員会（８月26日～28日・県外視察）
群馬県立心臓 血管センター、保渡田古墳群、富岡製糸場、高山社跡、群馬
大学重粒子線医学センター（群馬県）

（８月29日・現地視察）
史跡丸亀城跡（丸亀市）、ライオンケミカル（株）オレオケミカル事業所（坂出市）

◆経済委員会（７月29日～31日・県外視察）
（株）岩城、（株）秋田ニューバイオファーム（秋田県）、農業水利施設保全合
理化事業 （広野地区）、つるおか食市場、つけもの処 本長、ヤマガタデザイ
ン（株）、鶴岡市立加茂水族館（山形県）

（９月9日・現地視察）
大西食品（株）（丸亀市）、父母が浜（三豊市）、農地耕作条件改善事業「油井
北側地区」（観音寺市）

◆総合防災対策特別委員会（7月23日・現地視察）
南川自主防災会、花の山池、鴨部川（鴨庄地区）（さぬき市）、太田地区自主
防災組織連絡会（高松市）

（８月19日～21日・県外視察）
熊本県庁 (熊本県議会)、熊本城、大切畑ダム、東海大学 阿蘇キャンパス、
阿蘇大橋地区 (砂防・道路)、熊本港（熊本県）

◆少子化対策特別委員会（７月19日・現地視察）
土庄町立土庄こども園、土庄町立土庄小学校（土庄町）、小豆島国際ホテ
ル、せいけんじこども園、小豆島町立苗羽小学校（小豆島町）

（8月21日～23日・県外視察）
金沢市児童相談所（こども総合相談センター）、白山市立松任幼稚園（石川
県）、安達建設株式会社、特定非営利活動法人しおんの家（富山県）

◆県立体育館整備等に関わる特別委員会（8月19日～21日・県外視察）
鶴岡市文化会館（山形県）、愛知県体育館（愛知県）、滋賀県立近代美術館（滋賀県）

◆地域活力向上対策特別委員会（７月26日・現地視察）
（有）広野牧場、多田孝夫氏（米麦栽培認定農業者）（三木町）、香川県クル
マエビ等大規模中間育成施設（さぬき市）

（8月21日～ 23日・県外視察）
（株）宗谷岬牧場、ウニ種苗生産センター、神居海岸パーク、北海道庁（北海道）

香川県議会ホームページで公開され
ている本会議や委員会の生中継
や録画配信が、スマートフォンや
タブレットでも視聴
できます。

議会
インターネット中継
実施中！！

県内外の在住外国人や高齢者、視覚障害者など、紙面による広報誌
が読みにくい方々に幅広く議会情報を提供するため、多言語に対応
し、音声読み上げ機能を備えた電子書籍版広報誌を配信しています。
【閲覧方法】スマートフォン・タブレット端末用アプリ「カタログポケット」（無
料）をインストールしてご覧ください。また、パソコンのブラウザでも閲覧可能
です（ブラウザによっては音声読み上げの機能が非対応）。

多言語対応電子書籍で配信中！

決算行政評価特別委員会を設置（14名）
委員長  三野  康祐　　　 副委員長  高木　英一

委　員  木村  篤史 　 山本  悟史 　 谷久  浩一 　 有福  哲二

　　　  都築  信行 　 斉藤  勝範 　 花崎  光弘 　 樫　  昭二

　　　  香川  芳文 　 山本  直樹 　 宮本  欣貞 　 平木  享

https://smart.discussvision.net/smart/
tenant/pref_kagawa/WebView/rd/counci l .html

香川県議会インターネット中継アドレス

アプリダウンロード
QRコード

ブラウザ版URL

https://www.catapoke.com/

iOS Android

高校生フォトコンテスト 佳作 
「僕の初恋」 撮影者：観音寺第一高校3年 臼杵 真菜さん

高校生フォトコンテストを次のとおり実施します。
私だけの香川 私の見つけた香川 元気が出る香川

高校生フォトコンテスト実施 !!第11回

詳しくは、県議会のホームページをご覧ください。
【ホームページアドレス】

https://www.pref.kagawa.lg.jp/gikai/

テーマ

令和元年12月1日（日）～令和2年1月31日（金）募集期間

香川県議会　
ホームページからも　
リンクしています▶▶


